２０１９年度
【研究助成のお知らせ】一般財団法人田沼グリーンハウス財団

[bookmark: _GoBack]■研究助成の趣旨
　当財団は、栄養学、医学（西洋・東洋）、食品学、食養など幅広い視点・知見からの食と健康に関する研究に対し助成金を交付し、わが国の食文化・食産業の発展を促進し食を通した健康増進により良い社会の創造に寄与することを目的として2018年に設立されました。
■応募要項
１．研究課題
   ①食を通したアレルギー症状の改善に関する研究
 （オーガニック食品（有機食品）などの利用を含む）
  ②食を通した糖尿病の改善に関する研究
  ③健康に資する食材（錠剤・カプセル状のものや健康食品は除く）の研究
  ④食養と健康に関する研究
  ⑤高齢者の健康寿命を延ばす食事プログラム/レギュラトリーサイエンス（新しい食事摂取基準）
   に関する研究※①～⑤については、「特定臨床研究」は除きます。
  ※内容が「食と健康に関連する産業の発展に結び付くことが期待できる研究」に対して優先的に    助成するものと致します。
２．応募者資格
大学・研究機関に所属し、食と健康に関する研究に従事する研究者。 応募日の年齢が６０歳未満の者。申請に当たり所属機関の推薦が得られることを条件とする。研究は、団体によるものも可。
申請する研究課題は、国やその他の機関から助成を受けていないことを 原則とします。
３．募集と選考と研究の期間
　①募集期間：2019年10月1日～2019年12月31日 
　②選考期間：当財団の選考委員会において公正に審査後、2020年3月下旬までに採否を決定致します。
　③研究期間：採用された日から起算し1年間とします。但し、研究が複数年にまたがる場合は、応募時　　に選考委員が複数年研究の可否を判断するものとします。また、研究期間を複数年と認めた場合、1年ごとに進捗報告を受け、選考委員が助成継続の可否を判定致します。
４．研究助成金額 総額600万円（200万円～50万円） 
５．研究成果 
　　当財団のホームページで概要を公表、数年で研究成果が積み上がった時点で、研究報告書（冊子）を　　発行の予定です。 
６．助成金贈呈式 
　　実施の予定です。
７．知的財産権
　　財団及び株式会社グリーンハウスグループが使用する場合は、無償で使用できるよう誓約書を研究者　から頂くこととします。 当該研究を論文等で発表する場合は、必ず、田沼グリーンハウス財団の助成を　受けての研究である旨を明記していただきます。 

詳しくは、田沼グリーンハウス財団ホームページ（ https://tanuma-ghfound.or.jp ）をご覧ください。

